
            
八雲町立山越小学校  

     学 校 だ よ り 

  

至 誠 

重点教育目標 

○自ら学び ・自分の課題に取り組み続ける子 ・自分の考えや気持ちを表現できる子 

○心豊かに   ・挨拶や返事のできる子       ・みんなと協力して取り組める子 

○たくましく・機敏に行動できる子      ・最後までやり遂げる子 
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ICT を使用した学力向上に向けての山越小の取組について 

                                      遠 藤 優 季 

 

 本校では、昨年度から八雲町全体で導入されたクロームブックを用いた様々な取組をしています。 

 まずはじめに取り組んだのが「デジタル教科書の活用」です。本校が採用したのは「国語」。八雲町全

体で取り組んでいる読解力向上を目指すために、まずは基礎となるであろう教科を採用しました。デジ

タル教科書の長所を活かし、「自分の意見を直接デジタル教科書に書き込む」活動等を行いました。職員

間ではデジタル教科書の効果的な活用方法について研修を行っています。 

 次に取り組んだのが「リモートでの活用」「遠隔学習」です。保護者の皆様の御協力により昨年度から

「meet 朝の会」を行っていました。今年度はそれに加え、「リモートによる家庭学習」に取り組み、児

童の回答を担任が確認しながら学習を進めることができるなどの成果をあげました。「遠隔学習」では

八雲町の複式校と meet でつながり、複数の学校児童と意見交流を行う活動を行っています。これによ

り小規模校の課題であった「複数の人数での意見交流」が可能になり、協働的な学びによる学習の深化、

そして確かな学びの定着へと導くことができました。なによりも浜松小学校との遠隔授業では、先方の

３年生の児童がにっこりと微笑みながら楽しく遠隔授業を楽しむ姿が見られたことが大きな成果の一

つだと考えています。また、山越小では、職員のニーズに答え、遠隔授業に関わるスキルアップのため

北海道立教育研究所から二人の講師をお招きし研修を行っています。 

 ICT の活用はそれ自体が目標ではありません。「クロームブック」という与えられた道具を活かし、「学

習が楽しくなること」「学習内容をしっかり身につけること」が真の目標です。 

 本校の重点教育目標「自分の課題に取り組み続ける子」「自分の考えや気持ちを表現できる子」の達成

を目指し、今後も ICT 活用を積極的に行っていきます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

 

 

 

 

ま  ご  ご  ろ 

２月３日「節分」・・・豆まきをしました。 

コロナ感染症拡大防止のため、ほとんどの行事が中止・延

期となりましたが、ささやかに各教室で豆まきを行いまし

た。世界各国でまん延している病気が山越をはじめ日本、世

界各地から無くなり、子供たちが思い切り走り回れる日が来

ることを願っ 

ています。 

青少健書道展 入賞おめでとう 

入選 6 年 三浦 遼士さん 

 

税の書道展に引き続き２回目の

書道展入選となります。おめで

とうございます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

         

 

 

 

 

令 和 ４ 年 ３月 行 事 予 定 

日 曜 学 校 行 事 等 日 曜 学 校 行 事 等 

１ 火 安全点検日 １７ 木 午前授業 
２ 水  １８ 金 第 120回卒業式 
３ 木 全校集会 １９ 土  
４ 金 児童会 ２０ 日  
５ 土  ２１ 月  

６ 日  ２２ 火 午前授業 
７ 月  ２３ 水 春休み前大掃除 午前授業 
８ 火  ２４ 木 修了式 離任式 午前授業 
９ 水 5時間授業 移動図書 ２５ 金 学年末休業（～31日） 

１０ 木  ２６ 土  

１１ 金  ２７ 日  
１２ 土  ２８ 月  
１３ 日  ２９ 火  
１４ 月  ３０ 水  

１５ 火  ３１ 木  
１６ 水 卒業式総練習    

１月２８日 スポーツ教室 

山越小学校の環境は自然に囲まれており、冬も壮

大な景色が一望できます。そのような中、総合体育

館の相木様を講師にお招きし、「歩くスキー」を行

いました。初めは転んだら立てなかった子達も相木

様の指導の下、立てるようになり、自然を満喫しな

がらグラウンドを歩くことができました。 

後期学校評価を受けて 

保護者の皆様、児童、教職員、そして CS 委員の大清水様、湊様からの反省アンケートの結果、以下のような成果や課題が挙げ

られました。（保護者の皆様におかれましては、別紙で詳しくご覧ください） 

（成果）〇目指す子供像は保護者の皆様、児童へとしっかり伝わり、地域、保護者、学校の協力体制のもと学校運営ができた。 

〇町内の複式校との遠隔授業などの成果がではじめ、子供の表現力の高まり、発表の場の確保ができつつある。山越小学校の教

育活動の特色の一つとして今後も継続していく。 

〇特別支援については、年間を通して高評価。特別支援コーディネーターを中心に学校全体で支援を行う体制が構築され、保護

者・関係機関と連携を密にしながら個への対応を行うことができた。 

（課題）●「学力の定着、向上」へ向けての取組は後期から「チャレンジタイム」を設けたり、先生方の教材研究の時間確保に

あったりするなど日課表の変更を行った。今後も改善を加えながら検討をしていく。 

●本校では、体力向上のため道教委主催の「どさん子元気アップチャレンジ」に取り組んでいる。児童会活動による「体力向上

の取組」の宣伝や学校独自の体力テストの実施など、学校での取組を分かりやすく紹介していく。 

 

その他の学校課題に対しても、全職員一丸となって取り組んでまいります。皆様の御理解と御協力をお願いいたします。 

2 月 14 日 なかよし学習 

町内すべての小中学校の特別支援学級

の児童生徒が meet でつながり「卒業を祝

う会」を行いました。在校生の温かいプ

レゼントをもらった卒業生は、みんな喜

んでいました。小中の枠を超えた繋がり

の見える大変有意義な活動でした。 


